
　シン建工業株式会社は 1973 年７月、北清治前社長（現
会長）が、浦和で立ち上げた地域のゼネラル・コンスト
ラクターとして知られる。建築、土木工事の請負を祖業
にして、不動産の売買、賃貸借、管理、仲介、現在は、
建設業としては珍しい有料老人ホームの開発、運営、デ
イサービス事業を展開する。2024 年にはさいたま市緑区
大崎にて、Park-PFI（公募設置管理制度）を活用し、新
たに造られる「さいたま市農業交流公園」（仮称）の整備、
運営管理を行う民間事業者に選定されるなど、事業のウ
イングを広げている。
　「企業も地域社会の一員」の考えの基、“建設サービス業”
をキーワードに、建物を造るだけではなく、地域に価値
を創造できる会社を目指す。創業から 50 年を超え、新た
なステージに挑戦する同社の取り組みについて、北清太
郎社長に話を伺った。
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シン建工業 株式会社

　1969 年、埼玉県生まれ。学生時代は陸上競技に取組む。種目は 110 メートルハードルで、中学時代には日本記録を作り出す。浦和市立高校では県代表
としてインターハイ、国体に出場する。大学卒業後は大手ゼネコン、熊谷組に就職。8 年間の現場経験などを積んだ後、2000 年 4 月、父、北清治（現会長）
氏が立ち上げたシン建工業に入社する。主に事務畑を歩みながら実績を積み、2006 年 10 月、代表取締役社長に就任。趣味はドライブと旅行。週末、時間
を見つけては夫婦で少し遠出のドライブに出かけたり、家族旅行で国内外を訪問する。「座右の銘」は「縁・運・恩」。

　32 歳で独立、新天地、浦和で起業する

――創業の経緯を教えてください。
　創業者である父は、高校卒業後、地元で新潟県
内のゼネコン、本間組に入社しましたが、サラリ
ーマン生活から脱して事業を興し、経営者を目指
したいという気持ちから 23 歳で上京しました。
一旗揚げてやろうという気持ちがあったと思いま
す。都内の建設会社で働きながら、独学で建設業
界の勉強をしたそうです。約 8年働いた後、32
歳で独立しました。
　当時、東京は “ スクラップ＆ビルド ” という言
葉が使われ出していました。関東近郊への移転を
考えた時に、父の活動範囲で故郷に近い埼玉県に
決めましたが、人のつながりで、浦和の地を紹介

されて移り住みました。この地で建設業を立ち上
げたわけですが、全くの新天地に飛び込んだので
す。最初は、会社設立に関する登記書類の作成か
らすべて一人でやったそうです。当時はいわゆる
よそ者扱いで、信用も十分でないため、会社とし
て銀行の当座預金の開設もしてもらえず、また、
資材の購入は現金でないと相手にされませんでし
た。たまたま高校の同級生が地元、新潟の銀行の
大宮支店に勤めていて、同級生を頼って当座預金
口座を開設できたと聞いています。当社の社是が
真心です。真心の真も心もシンですよね。それを
総称してシン建工業としました。当時カタカナの
会社なんて、ほとんどなかったのではと思います。
――会社設立当初は土木工事をされていたと伺っ
ています。
　最初は土木の下請け工事から始めたと聞いてい

「企業も地域社会の一員」を経営理念に、
地域に価値創造できる会社を目指す

ます。地域社会で知人や血縁がないので、実績を上
げていくために公共事業の受注を目指したのです。
とは言え、公共工事はいきなりできないため、土木
工事や擁壁工事の一部分を下請けとしてやらせて
いただきました。少しずつ経験と実績を積み重ねて、
役所の工事もようやく取れるようになり、次第に役
所の仕事にシフトしていきました。当時は、入札資
格条件が整うまで3年かかりました。その後、扱
い高など資格条件の充実に努力しました。
　また、父は青年会議所に加入したことで、仲間
が増え、信頼が生まれて色々な経済活動のネット
ワークの基盤ができました。
――土木で公共工事を手掛ける傍ら、途中から建
築市場に進出されました。
　私が入社する 2000 年以前から建築もやってい
ました。住宅供給公社の修繕工事は、地元のゼネ
コンではおそらく当社が最初に手掛けたと聞いて
います。リフォームやリニューアルに近い建築業
務は、ずっとやっておりましたが、2003 年頃、
新たに土地を買ってマンションなどの収益物件を
自分で建てて、それを売却する新たなビジネスを
始めました。

　父親の背中を追いかけ建設業に就職 

――北社長のご入社の経緯を教えてください。
　私は地元の浦和市立高校を卒業して中央大学に
進みました。1992 年に卒業後、熊谷組に入社し
ました。学生時代は建設業に勤めるとは正直、思
っていませんでした。私は体育会系で、中学から
大学 4年までずっと陸上競技の 110 メートルハ

北  清治 会長   令和 7 年 11 月、旭日双光章 受章　記念撮影

別所沼北側に移転した時の本社（1 階フロア）

ードルをやっていました。
　父も体育会系でずっと運動をやっていたので、
多分、心のどこかで親の姿を見ていたんでしょう。
熊谷組に入社後、最初の 3年半は大宮にあった
北関東支店に勤務し、現場の事務をやったり、再
開発の現場の事務長をやったり、貴重な経験を積
ませていただきました。その後、本社の経営企画
に配属されて、そこで 4年半、計 8年間、色々
と勉強させてもらいました。当時、直属の上司
に、退職して実家に戻りますと言った時、“ 今ま
で何を勉強したか確固たるものはないかもしれな
いけれど、ここにいただけで、組織やモノの考え
とか、そういったことがきっと身に付いているか
ら、自分の会社に戻っても役に立つと思うよ ” と
言ってくれたのが、本当にそうだったなと思いま
す。8年間の勤務の後、2000 年 4 月にシン建工
業に入社し、現在に至ります。ちょうど 20年前、
2006 年に父から代表権の移譲を受けて社長に就
任しました。同時に父はダブル代表で会長になり
ました。
――新たなマンション事業は北社長が考案された
のでしょうか。
　親戚が不動産業をしていて、都内の案件も取り
扱っていたので、土地の情報を入手することがで
きました。この話とは別に、当時、公共工事が落
ち込み、民間市場で建築も伸ばしていかないとい
けないという話を父としていました。しかし、当
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社はこの地域では後発企業で、先行する競合と同
じ土俵では戦えないし、実績がないからお客さん
に “ 建築始めましたので仕事ください ” と言って
も難しい。そうした事情から都内で投資物件の開
発に乗り出しました。　　
　土地を開発して、アパートやマンションを建て
て収益物件として販売するというビジネスモデル
です。最初は様子を見ながらでした。部屋数 20
戸ぐらいのコンパクトな 3～ 4階建ての物件が
中心でしたが、六本木の芋洗坂で、商業ビルの開
発も手掛けました。マンションの名前を “ シンク
レア ” シリーズと名付けて、2004 年～ 2008 年
のリーマンショックまで当社の売上の主軸として
取り組んできました。当時は意外ですが競争相手
もいませんでした。

　地域に価値を創造する 
　建設サービス業を標ぼうする

――土木中心の会社が建築に入っていくのは大変
だったのではないかと思います。
　まず建築の技術者、建築専門でやれる職員がま
だ少数でした。土木もそうですが建設は組織とし
て動かないといけないので、中途採用で 20代～
30 代前半の人を募集し、今となっては、その時
に入社した社員が第一線で活躍できるようになっ
てきています。技術力やノウハウを会社に蓄積す
るのは大変で、今も苦労しています。お陰様で現
在は、建築 6、土木 4の割合で売上を構成するよ
うになりました。

――北社長は “ 建設業から建設サービス業 ” に時
代の流れに合わせて変えていくと言われていま
す。メッセージに込められた思いや、経営理念に
ついて教えてください。
　父と同じように私も青年会議所（JC）に入り、
若かりし頃は地域社会で様々な経験をさせていた
だきました。単に建物を作るだけの建設業ではな
く、地域に価値を創造できるようなことをやって
こそ、地域全体として価値が出てくると考えられ
るようになったのは、青年会議所のおかげだと思
います。建設サービス業ということで、かゆいと
ころまで手が届くようなサービスも、建物と一緒
に売っていけると考えています。
――御社は介護施設の運営にも力を入れておられ
ますが、今のお話と通じてくるところがあると思
いますが如何でしょうか。
　介護施設の運営ビジネスは、私が 2006 年に社
長交代をしてから取り組み始めました。建設業は
ずっとフローの連続なので、完成したら終わりで
す。どうしてもストックビジネスが欲しいと思っ
ていました。ただ、手元にお金がある訳ではない
ので、どうしようか考えていたところ、お客様の
土地活用で介護施設の話が出始めていました。当
時は、介護施設はまだ注目を浴びておらず、建設
業以外の収益を作りたいという目的もあったの
で、最終的には飛び込んだのです。
　これも人の縁で、ある時、介護業界で 20年近
いキャリアを持った人物から「私は、経営はでき
ないけれど、運営ならできるので、一緒に介護事

業を立ち上げませんか？」と突然連絡をいただき
ました。その人物がとにかく実直に介護事業の夢
を語るので、入社していただき、一緒に介護施設
を立ち上げようということになりました。そして
2009 年 11 月、南越谷に最初の介護施設をオー
プンさせました。
――経験がない中、大変な苦労をされたと思いま
す。
　やったことがないので、まず信用がありません。
建築実績は当社にも蓄積されてきていたのです
が、介護施設を自社で建てて、自分たちで運営す
るので、ぜひ投資してくださいと言っても当初は
誰も手を挙げてくださる人はいませんでした。そ
うした中、ご縁があって、地主さんに支援をして
いただいて実現できました。
　オーナーの土地に当社で設計・施工し、完成後
は介護施設を当社にて運営させていただく、メン
テナンスまで含めて一貫してお任せいただきま
す。1号案件がうまくいき満床になりました。今
思うと、私も反省なのですが、もう少し積極的に
やればよかったなと。そういうところが慎重だっ
たので、施設が満床になって、次に取り組むとい
うペースで 2年に 1施設ほど増やしてきて、17
年が経過して、現在は 10施設になりました。建
設物価が高騰していますが、地元さいたま市を中
心に、もう少し増やしたいと思っています。
　現在、そのサービスを少しでも増やそうと思い、
昨年、訪問看護ビジネスを立ち上げ自社で運営し
ています。旧本社があった場所に訪問看護ステー
ションがあり、まだスタッフは数名ですが、当社
の運営施設を中心に地域の方々を対象に訪問看護
を展開しています。認知症研修をやったり、地域
の子どもを集めて交流しています。場所によって
は 1階が保育園で、上の階が介護施設の建物も
あるので、園児に発表会を行ってもらうなど、地
域交流の場を設けています。社内の体制を建設事
業部と介護事業部の 2つに分けて、介護事業部
の中に看護を入れてやっています。訪問看護を始
めたことで周辺ビジネスも少し増やしています。
医療連携や、介護施設に入居している方にワンス

トップでサービスを提供できるようになります。
――地場のゼネコンが介護ビジネスをやられるの
は珍しいのではないでしょうか。
　珍しいと思います。おそらく今も介護施設は、
地域に足りない施設なのではと考えています。そ
ういう意味では、建物が完成した後もオーナー様
に関われて、我々も事業として収益を上げさせて
もらい、かつ、地域に貢献できる。こんな win-
win の仕事のあり方はないので、多分、その延長
線上で P-PFI もできたと思います。
　建設で殻に閉じ籠っていると、なかなか次の世
界が見えてこないのですが、その先が見えること
によって、建てるものも、どう使うかということ
にもつながってくると思います。単純に建物を作
るよりは、そういったソフトがあることで地域に
価値あるものが創造できると思います。そういう
形のビジネスモデルが当社の強みであり、私にも
一番合っているのかなと思います。

　P-PFI 事業を初めて落札し取り組む

――P-PFI とは現在、取り組まれている公募設置
管理制度のことですね。
　さいたま市緑区大崎に農業トレーニングセンタ
ーがあるのですが、それを公園 PFI の制度を利用
して、食事や遊び、農業体験などができる食と農
業が融合した施設を作ります。完成は 2027 年の
4月です。農業交流施設では、ヨーロッパ野菜を
中心とした市産農産物の直売所や飲食施設を設け
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社はこの地域では後発企業で、先行する競合と同
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に売っていけると考えています。
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武蔵野銀行浦和支店

　     金井　貴之  支店長

取 材 後 記

　1973 年の設立以来、さいたま市を拠点に歩むシ
ン建工業株式会社様の最大の強みは、従来の建設業
の枠を超え、「建設サービス業」への変革を力強く推
し進めている点にあります。 誠実な社員の実践力と
高い企画開発力を結集し、今では不動産や介護事業
へと多角的に事業を拡大してきております。
　2024 年には、Park-PFI を活用したさいたま市の
農業交流施設の整備運営事業者に選定されるなど、
地域に新たな付加価値を創出し続けており、これは

「企業市民意識を常に持つ」という経営理念の確かな
実践であり、企業の発展と社員の充足感を両立させ
る姿勢が、成長を支える原動力となっていると思い
ます。 
　地域社会の快適で豊かな暮らしを牽引し続ける同
社の今後の展開には、大いに期待が寄せられますし、
当行としても、地域と共に歩む同社の新たな挑戦に
しっかりと伴走し、その飛躍を全力で支援していき
たいと考えております。

本社所在地：さいたま市南区関 1-13-13
設立：1973 年 10 月
資本金：9,800 万円　
事業内容：建設業、介護事業　　　
TEL：048-837-3000
https://shinken-net.jp/
取引店：武蔵野銀行浦和支店

「トラットリア アズーリ」や「ヨロ研カフェ」の
店舗名で、県内に 8 店舗のレストランを経営し
ており、グループの中で一緒にやっています。
――物価高騰で建築資材の値段が上がっていま
す。一方、建設業界は人手不足が慢性的です。業
界の生産性向上が問われています。
　働き方改革の一環として、週休 2 日制を導入
しています。お陰様で新入社員が、ここ 5 年連
続して毎年入社しているので、近年は若手を育て
ることに一生懸命取り組んでいます。建設業で働
く人材は年々減っています。当社では、技術者に
加えて技能労働者の確保・育成にも力を入れてい
ます。経験や資格取得といった自分自身のステッ
プアップが給与につながる制度により、本人のや
る気を引き上げていきたいと思っています。
　また、作業所長を務める職員の方々には、若手
を育てるために伝える力の研修を行ったり、経営
方針などを伝えています。ひとりひとりが成長し
て、現場で自分で判断できるような職員に育てて
いかないと、人が増えても組織として機能しなけ
れば生産性は上がらないので、今後さらに人材育
成にお金と時間をかけるようにしたいと思ってい
ます。若手職員には会社で勤務時間内に学校も通
わせて、資格を取るための補助も出しています。
色々なところで資格と経験の両方を積んでいける
ような仕組みを考えています。

――御社は福利厚生にも力を入れておられます。
　従業員の昼食代を半額負担するという取り組み
は以前からずっと続けていますが、その他にも奨
学金の一部返済の補助や、積立 NISA をする人に
は 1,000 円だけですが会社として補助金を出し
ています。将来の不安に備えて、野村證券から講
師を迎えて、希望者を対象に資産運用の勉強会を
開催しています。また、2 年に 1 回、海外旅行を
実施しており、これまでシンガポールやベトナ
ム、グァムなど、色々な国に行きました。今年は
7 月にタイのバンコクに行く予定です。
　会社として収益を上げていれば社員に還元でき
るので、将来の情勢が見えにくい時代ですが、安
心できる働き方や、会社に所属している意義みた
いなものが感じられるように、会社としてできる
支援は継続していきたいと思います。
――最後にシン建工業の今後の展開についてお聞
かせください。　
　当社は３年前にシンクレアホールディングス体
制に移行しました。これまで通り人材育成に力を

入れ、引き続き既存事業の強化を行いながらも、
そこから派生する新たな分野への挑戦も視野に入
れ、お客様や協力会社様との信頼関係を大切にし、
地域に必要とされるサービスを提供していきたい
と考えています。

ますが、実は私の弟（北 康信氏）がグループ会
社でイタリアンレストランを経営していて、新し
い施設でもヨーロッパ野菜を食材にした料理を提
供します。彼はさいたま市の名物として、ヨーロ
ッパ野菜を世の中に売り出していこうとする仕掛
人で、ヨーロッパ野菜研究会の会長をしています。
　弟は大学を卒業して、どこの修行もなく、いき
なり経営者になり、飲食店の経営を始めました。
父は、長男は会社に入れるが、同じ会社に他の親
族は入れないと決めていました。父が社長をして
いる間は、私以外に親族は誰も入れませんでした。
弟は会社には入らず、大学 4 年の時、「経営者と
して、衣食住の中で飲食を目指してはどうか」と
父のアドバイスを受けて、大学 4 年で、現在の
ノースコーポレーションを設立しました。自分で
店舗を探したり、大変だったと思います。現在、

■シン建工業株式会社 概要

ベトナム社員旅行 埼玉県から優秀建設工事事業者として表彰
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